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　４月から 1 名カウンセラーが着任
し、相談室「クオレ」がカウンセラー
２名体制となりました。これまで以上
に、生徒・保護者の皆さまからの相談
に応じることができるようになりまし
た。相談は予約制です。来校いただき、
対面で相談をお聴きすることもできま
すし、またはお電話でお話しをおうか
がいすることもできます。
　予約の方法は、
①カウンセラーに直接申し込む
②先生または保健室に申し込む
　いずれかの方法でお願いいたします。
　なお、カウンセラーの出勤日は、
カウンセラー　1名：金曜日
カウンセラー　1名：火曜日と土曜日
　毎月の出勤日につきましては「保健
だより」に掲載し、「さくら連絡網」
を通じてお知らせいたします。ご確認
の上、ご予約ください。
　どうぞよろしくお願いいたします。

カウンセラーが２人になりました
健康支援部（クオレ）

　第Ⅲ期では、中高大連携を通して、世界に新たな価値を創造する理工系人材
を育成するプログラムを開発します。育成すべき資質・能力を SS（芝浦サイエ
ンス）コンピテンシー（研究基礎力、自律的活動力、問題発見力、問題解決力）
と定義し、課題研究を軸とする正課のカリキュラムと校外組織と連携する正課
内外のプログラムを通して生徒の皆さんに身に付けていってもらいます。また、
これらの取組が SS コンピテンシーの育成に効果的に寄与しているかを多角的
な視点で検証する方法の開発・実践も行っていきます。

本校の SSH 事業
の 概 要 を 示 し た
ホ ー ム ペ ー ジ は
こちら

SSH第Ⅲ期の研究開発について
SSHⅢ期（SSH統括室）

　文部科学省が指定するスーパーサイエンスハイスクール
（SSH）である本校では、今年度から第Ⅲ期の取り組みが始
まりました。
　SSH は先進的な理科・数学教育などを通じ、生徒の科学
的な探究能力を養い、将来、社会を牽引する科学技術人材を
育成するものです。全国で指定校は約 240 校しかありません。
第Ⅰ期（2004-08）、第Ⅱ期（2018-22）、経過措置（2023）を
経て、今年度から 2029 年３月末までの５年間が本校の指定
期間になります。
　第Ⅲ期で求められるのは、自らの強みを生かし、これまで
以上の充実した教育を推進していくことです。本校にとって
の強みは何でしょうか。最大の強みは、芝浦工業大学という
理工系大学の併設校であることです。実は、全国の SSH 指
定校で理工系大学の併設校は、これまで本校だけでした。
　そうした点を生かし、今年度からは、これまでの取り組み
をさらに深化させる形で、中学段階からの探究的な教育プロ
グラムの開発や実践を進め、文理の別なく生徒一人ひとりの
基礎学力の定着を図ることはもちろん、知的好奇心を育みな
がら主体的に学ぶ姿勢を育成してまいります。また、芝浦工
業大学や協定を締結している千葉大学などとの高大連携を充
実させながら、地域の拠点校としての役割をしっかり担って

いきたいと考えています。
　なお、これまでの取り組みを振り返りますと、さまざまな
成果を得ることができました。まず、「高校生国際シンポジ
ウム」（文部科学省、経済産業省など後援）など各種コンテ
ストでの受賞者が増えています。また、教育専門通信社「大
学通信」が実施している「学習塾が勧める中高一貫校ランキ
ング」（2023 年度）では、首都圏の学校で総合８位にランク
イン。項目別では「理数教育に力を入れている」（１位）、「ICT
教育に力を入れている」（２位）、「探究学習に力を入れている」

（６位）、「生徒や保護者の入学後の満足度が高い」（９位）な
どの項目でベスト 10 に入るなど、教育関係者からも高い評
価を得ています。
　これらの評価は進学実績にも結びついています。現役生の
国公立大合格者は昨年、今年と過去最高を更新しており、特
に今年は現役の東大合格者が４人（うち１人は推薦合格）と
進学実績も着実に上向いてきました。
　本校は SSH 第Ⅲ期が終了する 2029 年に創立 50 周年を迎
えます。記念事業として新校舎建設事業もスタート。手狭に
なっている普通教室を広げたり、実験教室を拡充したりする
ほか、体育館の新設なども計画しています。また、現在通学
している生徒のために、既存校舎の施設更新などにも取り組
み、教育環境のさらなる充実を図ってまいります。
　引き続き、教職員一丸となって生徒一人ひとりの自己実現
のために突き進んでいきたいと考えておりますので、皆様の
ご支援、ご協力をお願いいたします。

SSH 第Ⅲ期がスタートしましたSSH第Ⅲ期がスタートしました

校長　　中根　正義 学年情報
中学１年
「なぜ？どうして？」をいつまでも

学年主任

中学２年
誰もが迎えるこの時期を目の前にして

学年主任

中学３年
より多面的な成長へ

学年主任

高校１年
本気でやる

学年主任

高校２年
幸福で健康な人生を歩むには？

学年主任

高校３年
共に歩もう、Team43 期

学年主任

　まず学年教員団一同、お子様の健やかな
成長を支援するため、ご家庭との連携を重
視しております。今後とも本校の教育活動
に対するご理解とご協力をいただければ幸
いです。
　さて新入生の皆さんも含め、我々は幼い
頃、周囲の現象に対して疑問や興味を持ち、

「なぜ？」や「どうして？」と親に尋ねる
ことで知識を獲得し、考える力を育んでき
ました。ところが、大人になるにつれ多忙
な日々に追われ、徐々に疑問を持つことが
少なくなっていくことがあります。しかし、
疑問を持つことが興味や関心の源泉であり、
学びの真の意味がそこにあると考えます。
　勉強とは疑問を解決する手段です。勉強
によって得た知識は疑問解決に役立ち、そ
れによって自分の視野を広げ、よりよい世
界の構築に役立ちます。中学校でも初心
を忘れず、たくさんの小さな「なぜ？」を
探してください。自分の知識と理解を深め、
よりよい世界を作る第一歩を踏み出しまし
ょう。

　年度初めの入学ガイダンスや自己紹
介を通じて、「今年はチャレンジしたい、
頑張ってみたい」という言葉を多く聞く
ことができました。挑戦する志を抱くこ
とは、倜儻不羈（てきとうふき）を目標
とする学年として素晴らしい姿勢です。
　高１の初めは基本的な学習習慣の再点
検とその確立が重要な課題ですが、それ
に留まらず、欲張りな高校生活を目指し
て良いと思います。部活や委員会活動に
全力で挑むのも良いですし、自分の好き
な学問に独学で挑むのも良いでしょう。
夏の短期留学、高大連携プログラムなど
を含めて、今までにない学び・経験をし
て欲しいと願っています。
　「本気でやると、だいたいのことは面
白くなります」―これは昨年度卒業した
卒業生が講演をしてくれた際、心に残っ
た言葉の１つでした。生徒の皆さんが本
気でやるタイミングは、まさに今です。
保護者の皆さまのご理解とご協力をよろ
しくお願いします。

　保護者の皆様、日頃より学年の教育活
動へのご理解とご協力、心から感謝申し
上げます。
　新学期を迎え緊張と不安を抱いている
ことと存じます。学年団一同、力を合わ
せて生徒たちの指導に邁進していきます。
　中学２年生は学校生活にも慣れ、行事
や部活動などの中心を担っていくことが
多くなります。その反面中学２年生から
３年生にかけて、生活習慣の乱れから学
習習慣の乱れへと負の連鎖が始まる時期
でもあります。思春期と呼ばれるこの多
感な時期はこの４月の気候のように、安
定せず生活環境が変化することで体調を
崩しやすくなります。また、心身の成長
に伴う歪み（思春期）が出てくる時期で
もあります。
　規則正しい生活が心身を安定的成長に
導きますので、十分な睡眠を確保し、朝
食をしっかりとり、頭も体も目覚めた状
態で学校へ送り出していただきますよう、
ご協力をお願い申し上げます。

　「ハーバード大学の 75 年間にわたる追
跡調査によると、人間の幸福や健康は、
年収 ･ 学歴 ･ 職業と直接的には関係ない。
関係があったのは『いい人間関係』だっ
た」という ･･･。しかも、友人の人数は
関係なく、たった一人でも心から信頼で
きる人がいるかどうかが重要だというこ
とが分かったとのこと。
　さて、ここで視点を変えてみると、心
から信頼できる人は、友人と限定しなく
とも、家族の誰かでも同様ではないかと。
お子様にとって、心から信頼できる家族
が一人でもいれば、お子様の心は安定し、
自分で前に進んで行くのかなと。さらに
考えると、信頼できる人は、学校の先生
でもいいのかと。
　また、信頼できる人の一つの条件は、
過去や未来のことばかり話す人ではなく、
今その瞬間その瞬間の自分の思いや気
持ちを聞いてくれる人ではないかと ･･･。
前後際断（44 期学年目標）で人と接する
ことができる人でもあるかと ･･･。

　日頃より学年の教育活動にご理解ご
協力いただき、ありがとうございます。
24 期生は、相手や仲間の立場を配慮
しつつも、自分の意見や考えをしっか
り表明できるので、話し合いが面白く、
その特長を生かして、何かを生み出し
たり創造する力があります。中学校生
活もいよいよ最後の一年を迎えました
が、少しずつ大人の手を離れようとし
ている生徒が現れ始めたことからも、
日々の取り組みを通じて、より一層そ
の特長が磨かれていくものと期待して
います。様々な角度から刺激し、より
多面的な成長を促したいと思います。
　８月末からのニュージーランド研修
に向けた事前学習も着々と進めていま
す。研修を通して、グローバル人材と
しての力を身につけることを目標に、
英語力を養うことはもちろん、異文化
理解の促進や責任ある行動を選択でき
る力を育てたいと思います。

　日頃より学年の教育活動へのご理解と
ご協力、心から感謝申し上げます。教室
もホール棟に移り、大学受験を控える今
年度を新たな気持ちでスタートすること
になりました。昨年度末には 42 期生の
卒業生に来校していただき、受験勉強や
受験対策について経験を踏まえたアドバ
イスや激励の言葉をいただきました。ま
た、先日実施された保護者会では、お子
様にも過去に 2 回講演していただいた倉
部史記様に保護者向けの進路講演を実施
いたしました。さらに、今年度は保護者
の方のご協力のもと放課後学習支援で大
学生のメンターさんの協力体制も整いま
す。お子様の今年度の挑戦は 15 年後の
未来を豊かにするために乗り越えなくて
はならない険しいものですが、様々な
方々と連携を取り、協力して、お子様が
最後まで目標を達成できるよう、全力で
お手伝いいたします。保護者の皆様、今
年度も引き続き、ご支援のほどよろしく
お願いいたします。
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　新入生の皆さん、並びに保護者の皆様、
ご入学おめでとうございます。また、新し
い学年に進級された皆さんも、新たな学校
生活に胸を弾ませていることと思います。
　後援部は、保護者の皆様からお預かり
している PTA 会費の一部を芝柏の生徒や
教職員の教育環境に役立つよう、どのよ
うな支援をするか検討し、実行していく
役割を担っています。施設・設備並びに
教育用備品に関して、原則として中長期
的視点をもって検討し、実行していく役
割を担っています。
　昨年度の後援部活動としましては、学
校活動が正常化する中、これまで以上に
活発化するクラブ活動や教育活動を支援
の基軸に据えると共に、直近で頻発する
自然災害への対策についても、学校と議
論を重ねてまいりました。クラブ活動支
援においては、野球部・水泳部・剣道部・
陸上部・ハンドボール部・ラグビー部・吹
奏楽部等より、顧問の先生を通じて多く
の支援要請を頂きました。
　教育活動・設備関連では、大活躍した生
徒の皆さんの実績を PR するための横断幕
設置や渡航支援、プール更衣室環境整備、
生徒会用パソコン、自然災害対応として非
常用バッテリーの導入を行いました。加え
て、カフェテリアの陽射しを和らげるロ
ールスクリーンや、運動部の用具を収納す
る倉庫の設置を今後予定しています。ま
た、増穂祭で出展した「後援部カフェ」は、
施設・設備に関する沢山のご意見を頂戴
し、大変好評でした。
　本年度も、老朽化した備品・設備や新
しく必要と思われる物の支援の検討を行
い、快適な環境で学校生活を行って頂ける
よう活動してまいります。そのために皆
様へお願いしたいのは、ご意見・要望を
担任や部活動顧問の先生方にお伝え頂き
たいということです。引き続き、後援部
の活動にご理解とご協力を頂きたく、宜
しくお願いします。
＜ 2023 年度支援実績：水泳部ロッカー＞
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2024 年度ＰＴＡ活動について
ＰＴＡ会長

PTA後援部の活動について
後援部長

ＰＴＡＰＴＡ情報情報 後援部情報後援部情報私学振興大会への参加となります。
　また昨年度から復活した、先生方と
保護者の皆様との全体懇親会も年 2 回
開催を予定していますので、会員相互
の親睦を図る為に皆さんご参加頂けれ
ばと思います。
❹学年幹事会活動について
　卒業年度の学年幹事会活動として、
中学３年の「巣立ちの会」、高校３年の

「卒業を祝う会」を開催しています。こ
れらの企画・準備・運営は当該学年の
クラス幹事の皆様を中心に先生方と連
携して活動を行って頂ければと思いま
す。
❺その他のＰＴＡ活動について
　保護者全員を対象に、希望者ならど
なたでも参加できる活動として、以下
の２つの取り組みがあります。
⑴「仕事塾」
　生徒の総合学習・キャリア教育の一環
で、年２回開催しています。働くことの
楽しさやこれまでの経験をお話し頂き、
生徒たちの進路選択の一助となることを
目的にしています。生徒の身近な人生の
先輩として様々な職種の保護者の方にお
話しいただければ幸いです。
⑵「花壇整備活動」
　「ぐりーんさぽーたぁ」通称「ぐりさ
ぽ」として、学校構内の美化活動を月
２回程度・土曜日の午前中に行ってい
ます。保護者の皆さんの都合の良い時
にご参加頂けます。花壇やプランター
の整備といった活動を通じて学年を超
えた保護者間の交流の場にもなってい
ます。
　これら二つの活動は保護者の皆様が
学校に来られる機会が少ないこと、特
に男性の方は子供の通う学校について
知る機会があまりないのではないかと
いうことで、一人でも多くの方に学校
へ来ていただきたいとの思いから始ま
りました。先日の保護者会でもこれら
の活動概要を資料としてさくら連絡網
にて配布しておりますので、ぜひご一
読いただき、活動に参加していただけ
ればと思います。
　最後に本年 5 月 11 日開催のＰＴＡ総
会にて、本年度の本部役員が新たに選
任されます。新体制においても協力し
ながら楽しく活動していきたいと思っ
ておりますのでどうぞよろしくお願い
いたします。

　中学・高校の新入生並びに保護者の
皆様、ご入学おめでとうございます。
また、在校生の保護者の皆様には日頃
よりＰＴＡ活動にご理解・ご協力頂き、
誠にありがとうございます。
　今年度も、本校の生徒達が充実した
学校生活を送るための一助となります
ようＰＴＡ本部も活動して参りますの
で、引き続き保護者の皆様のご理解と
ご協力をお願いいたします。
❶ＰＴＡ活動について
　本校のＰＴＡは、「学校と家庭との関
係を密接にし、地域社会とも協力して、
生徒の正しい成長と学校の発展に資す
ると共に会員相互の研修親睦を図る」
ことを目的として、学校と連携し、生
徒の学校生活を支援する活動をおこな
っています。保護者の皆様にもぜひＰ
ＴＡ活動を通じて学校の雰囲気を直に
感じたり、保護者相互の親睦を深めた
りしていただきたいと思っております。
❷幹事会活動について
　ＰＴＡ活動の中心となるクラス幹事
は、４月のクラス保護者会で選出頂き
ました。それぞれにご事情のあるなか
で幹事を引き受けていただいた皆様に
は心より感謝申し上げます。
　幹事の皆様は、定期的に開催する幹
事会に出席していただいた際に、日頃
の学校や生徒達の様子を垣間見ること
ができます。また、校長先生から学校
の近況報告を聞く機会も得られます。
　クラス幹事の役割は学校と保護者と
の橋渡し役、そして芝柏を陰ながら盛
り上げていくことです。本年度もクラ
ス幹事を中心として、各クラスの保護
者の皆様や教職員の方々、さらにＰＴ
Ａ本部役員が連携・協力しながら有意
義な活動をしていきたいと思います。
また、学年毎に選任する学年代表の皆
様は、ＰＴＡ 役員会にもご参加頂き各
学年の活動報告などを行って頂きます。
❸年間行事予定について
　ＰＴＡ年間行事は、①クラス懇親会
の開催（年 2 回程度）、②増穂祭（文化祭）
への各部門出展、③文化委員による文
化講演会の開催、④次期役員選考委員
による次年度本部役員の選考・推薦⑤

卒業生代表の言葉� 3 年 E組
　春の香りが漂い始め、陽射しに暖かさ
を感じられる季節となりました。私達中
学 23 期は３年前、新しい学校生活に期
待に胸を膨らませてこの芝柏の門をくぐ
りました。入学当初は毎日慣れない環境
での緊張と驚きの連続で、増穂祭や合唱
祭、コンテスト等など、小学生の時とは
違い、様々なことに挑戦していく毎日で
した。
　ここまで来れたのは、ひとえに周囲の
方々のご協力とご支援があったからだと
思います。感謝の気持ちでいっぱいです。
　私達は今、新たな扉の前に立っていま
す。みんなそれぞれ違う扉です。しかし、

■■■■    中学校 ２３期生中学校 ２３期生  卒業式卒業式    ■■■■

　４月 12 日金曜日に本校のグリーン
ホールにて新型コロナウイルス感染症
の流行後、初となる対面での新入生歓
迎会が開催されました。今年度は桜が、
入学式を過ぎても鮮やかに咲いており、
私達のみならず、芝柏の自然も新入生
を歓迎しているかのようです。各クラ
ブなど、在校生一同で温かいおもてな
しをすることができたのではないかと
感じております。まだ進級したてで頼
りない私達ではありますが、ぜひ頼っ
てください。共に楽しい思い出を築い
ていければ、と思っております。１年
間どうぞよろしくお願いいたします。

　この４月から、放課後に学校で自
習する環境を整備し、ほぼ毎日下
校時間まで大学生・大学院生の学習
指導メンターに質問や進路相談がで
きるようになりました。これは、大
学受験はもとより探究などの様々な
学びの土台となる基礎学力の向上
と、自己管理能力としての学習習慣・
生活習慣の定着を目的としています。
日々の授業の復習や積み残しをなく
し、その日のうちにプラス１時間、
学校で仲間と共に学習して帰る習慣
をつけて、より高いレベルで学びに
向かう集団にしましょう。大学の話
や模試に向けてなど進路・学習イベ
ントも開催し、平日夜にはオンライ
ンで大学生に質問や相談ができる自
習室もあります。上手に利用してく
ださい。

キャリア開発部

気持ちは、そう、みんな同じ少しの不安
とそれをかき消さんばかりの期待を胸に
抱いています。高校生になれば、私たち
は扉の向こうの世界へと新たな一歩を踏
み出します。そして、また困難にぶつか
り、思い悩み、苦しむ時がきっとあるこ
とでしょう。そんな時、カーテンを揺ら
す風の薫り、友達の笑顔、そうした中学
生活の懐かしさに思わず惹きつけられて
しまうのかもしれません。しかし、私た
ちは、この芝浦工業大学柏中学校で過ご
した３年間を心の支えとし、高校生にな
っても「なりたい自分になる」ための意
思ある一歩を歩み出すことを止めません。

■■■■    2024 年度2024 年度  入学式入学式    ■■■■

桜咲く新入生歓迎会
高校生徒会副会長

放課後学習支援の導入について


